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夜間、深夜の事故防止

高齢者が事故に遭うケースが多い
高齢者は暗い服を着ているので、発見しにくい

想定していないと･･･ブレーキが遅れる
想定は･･･経験と知識からきている

ブレーキやハンドルで回避行動をとる
ブレーキが重要 1秒遅れると､11メートル進む

① 夜間は、スピード超過をしない
② 夜間は、ハイビーム走行で、少しでも早く危険を発見する
③ 夜間は、対向車のハイビームを見たら、ブレーキを踏んで、警戒する

信号のない、見通しの悪い交差点
女子高生の自転車と車が衝突

女子高校生が、用水路に転落
150メートル流され、溺死

「見通しの悪い左側に注意していて、右側を全く見ていなかった」
◇見通しの悪い交差点･･･「出てくるかもしれない」、「最徐行」しましょう◇

◇すぐに止まれるような速度で、慎重に通行しましょう◇
２０２４／６／２７（木）

２７日午前８時２０分ごろ、和歌山県の信号のない見通しの悪い交差点で、「自転車とぶつかった」と車の運転手
から警察に通報がありました。警察によると男性（７６）が運転していた車と、高校２年生の女子生徒（１０代）が
乗っていた自転車が衝突し、女子生徒が近くの用水路に転落しました。女子生徒は警察と男性によっておよそ１５
０メートル流された場所で引き上げられ、病院に運ばれましたが、死亡が確認されました。死因は溺死だという
ことです。車を運転の男性は、「見通しの悪い左側に注意していて、右側を全く見ていなかった。気づいたらぶ
つかっていた」などと話していて、警察は男性から任意で話を聞くなどして事故の原因を調べています。

トラック運転中に追突事故
赤信号で停止中の軽乗用車に追突する事故

運転の男が酒気帯び運転で逮捕
「体に酒が残っていた」

警察が飲んだ酒の量や場所などを調べています
◇飲酒運転は職も金も免許もなくす。なのになぜやる？◇

◇『飲酒運転』･･･平穏な日常を一瞬で悲劇に変えてしまいます◇
２０２４／６／２７（木）

「体に酒が残っていた」。２７日午前、愛媛県の道路で、中型トラックを運転中に追突事故を起こした会社員の
男（３４）が、酒気帯び運転していた現行犯で逮捕されました。中型トラックの男は、この現場で赤信号で停止中
の軽乗用車に追突する事故を起こし、警察官が検査したところ、基準を超えるアルコールが検出されました。容
疑については「体に酒が残っている状態で運転した」と認めていて、警察が飲んだ酒の量や場所などを調査。

福祉施設送迎車と軽乗用車が正面衝突
9人搬送、軽乗用車の男性が死亡
軽乗用車が対向車線に飛び出したか？

◇『わき見運転』、『漫然運転』はせずに、危険意識を持って、『運転に集中』しましょう◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２４／６／２７（木）
２７日午前８時２５分頃、茨城県の県道で、軽乗用車と福祉施設の送迎車が正面衝突する事故がありました。計９

人が病院に搬送され、軽乗用車の男性の死亡が確認されました。警察によると、男性は６０歳代くらいで、送迎車
には職員２人と利用者６人の計８人が乗っていました。現場は片側１車線の見通しの良い直線道路。軽乗用車が反
対車線に飛び出した可能性があるとみて、同署が事故原因を調べています。


